
■NHK ニュース 8 月 21 日 19 時 17 分 
 
◇アイナメから基準の 250 倍の放射性物質 
福島県の沿岸で東京電力が行った魚介類の調査で、アイナメから食品の基準の 250 倍を超え、これまでの調

査で最大となる放射性セシウムが検出されました。 
 
先月 18 日と 23 日、それに今月１日に行った調査では、合わせて 5 つのポイントで 20 種類の魚介類を採取

し、放射性セシウムの濃度を測定しました。 
その結果、今月 1 日に南相馬市原町区の太田川の沖合 1 キロで採取したアイナメから食品の基準の 258 倍の

1 キログラム当たり 2 万 5800 ベクレルが検出されました。 
東京電力が同じ海域で行った調査で検出された放射性セシウムの値は、これまで国の基準の 18.8 倍が最大で

した。 
今回の調査では、これ以外にもクロソイやコモンカスベなど9種類の魚介類で1キログラム当たり最大で490
ベクレルなど、国の基準を上回る放射性セシウムが検出されました。 
福島県沖では、原発事故のあと漁が自粛されていましたが、ことし 6 月から原発から北東へ 50 キロ以上離

れた相馬市の沖で、放射性物質がほとんど検出されていない「ミズダコ」と「ヤナギダコ」、それにツブ貝の

一種の「シライトマキバイ」に限り、試験的な漁が行われていて、アイナメなど今回、放射性物質が検出さ

れた魚介類は漁が行われていません。 
東京電力は、「これまで海底の土から検出された 1 キログラム当たり 25 ベクレル前後と比較すると高いので、

いわゆるホットスポットにいた餌を食べたと考えられる。来週から 9 月末まで、毎週、今回と同じ沖合 1 キ

ロを中心に 2 キロ四方でアイナメと、餌になるエビやゴカイ、それに海底土を採取して原因を調べたい」と

話しています。 
 
 
■NHK ニュース 8 月 21 日 21 時 14 分 
 
◇アイナメの基準超 1 匹は 380 倍 
福島県の沿岸で東京電力が行った魚介類の調査で、アイナメから食品の基準の 380 倍と、これまでの調査で

最大となる放射性セシウムが検出されました。 
 
東京電力は、ことし 3 月から福島第 1 原子力発電所から 20 キロ圏内の海域で魚介類への放射性物質の影響

を調べています。 
先月 18 日と 23 日、それに今月 1 日に行った調査では、合わせて 5 つのポイントで 20 種類の魚介類を採取

し、放射性セシウムの濃度を測定しました。 
その結果、今月１日に南相馬市原町区の太田川の沖合１キロで採取したアイナメ 2 匹分の検体から食品の基

準の 258 倍の 1 キログラム当たり 2 万 5800 ベクレルが検出されました。 
高い値が出たことから、1 匹ずつ詳しく調べたところ、1 匹からは基準の 380 倍の 3 万 8000 ベクレル、も

う一方から基準の 93 倍の 9300 ベクレルが検出されました。 
東京電力が同じ海域で行った調査で検出された放射性セシウムの値は、これまで国の基準の 18.8 倍が最大で

した。 
今回の調査では、これ以外にもクロソイやコモンカスベなど9種類の魚介類で1キログラム当たり最大で490
ベクレルなど、国の基準を上回る放射性セシウムが検出されました。 
福島県沖では、原発事故のあと漁が自粛されていましたが、ことし 6 月から原発から北東へ 50 キロ以上離

れた相馬市の沖で、放射性物質がほとんど検出されていない「ミズダコ」と「ヤナギダコ」、それにツブ貝の

一種の「シライトマキバイ」に限り、試験的な漁が行われていて、アイナメなど今回、放射性物質が検出さ

れた魚介類は漁が行われていません。 
東京電力は、「これまで海底の土から検出された１キログラム当たり 25 ベクレル前後と比較すると高いので、

いわゆるホットスポットにいた餌を食べたと考えられる。来週から 9 月末まで、毎週、今回と同じ沖合 1 キ

ロを中心に 2 キロ四方でアイナメと、餌になるエビやゴカイ、それに海底土を採取して原因を調べたい」と

話しています。 
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アイナメの成長（1 月 1 日起算） 

オス メス 年齢 
全長 (cm) 体重 (g) 全長 (cm) 体重 (g) 

1 22.3 136.9 20.8 111.0
2 31.6 332.8 31.2 318.7
3 36.9 628.2 38.1 693.1
4 40.0 797.5 42.7 976.9
5 41.7 906.7 45.8 1202.8
6 42.7 979.4 47.8 1370.4

 
アイナメ 
福島では、磯や防波堤での釣りとして最もポピュラーな魚のひとつで、漁業でも重要な魚種になっています。 
日本沿岸各地から朝鮮半島南部及び黄海にかけての水深 150ｍ以浅の岩礁やその周辺に生息しています。 
福島での産卵期は 12 月～1 月にかけてです。 (中略) 2 月～4 月頃にかけてみられる全長 6cm くらいまでの

稚魚は、成魚とは全く異なる青緑色の光沢のある体色をしていて、主に表層で遊泳生活をしています。 
4、5 月以降は親と同じような体色になり、海底で生活するようになります。 
生後満 1 年で 20cm、2 年で 30cm、3 年で 37cm ほどになり、その後は大きいものでは 50cm を上回るまで

成長します。 


